	24～25単位時間
	Ａ　材料と加工の技術

	特　徴
	・基本型を示した条件の中で，生徒が目的や条件を設定して，入れる物，置く場所，あるいは生徒自身の技能を自らが考えながら，形状や寸法を設計し，設計図に基づき製作していく。


	題材の評価規準

	生活や技術への

関心・意欲・態度
	生活を工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての
知識・理解

	○技術にかかわる倫理観を身に付け，知的財産を創造・活用しようとしている。
○材料と加工に関する技術を適切に評価し活用しようとしている。
	○使用目的や使用条件に即して製作品の機能と構造を工夫している。
○材料と加工に関する技術を適切に評価し活用している。
	○工具や機器を安全に使用できる。

○製作図をかき，部品を加工し，組立て及び仕上げができる。
	○材料の特徴と利用方法及び材料に適した加工法についての知識を身に付けている。

○構想の表示方法についての知識を身に付けている。
○材料と加工に関する技術と社会や環境とのかかわりについて理解している。


	題材の指導と評価の計画例

	学習内容

１ 中項目 ①小項目
( )内は教科書の頁
	時間数
	学習活動

■学習課題　○生徒の活動

●教科書記載の「ふり返り」
	評価規準・評価方法

実線枠内は中項目での評価規準の例

中項目時点で行う学習評価

作品，ペーパーテスト等で行う学習評価

	１ ものづくりの工夫と進め方

【A(1)アイ】
	1
	
	
（最初に材料と加工に関する技術に対する意識を記述させ，題材末に行うふり返りと比較することで，技術への意識の変化を読み取る。）

	①製品の工夫と技術の進歩
(p.22～23)

	(0.5)
	■身の回りにある製品には，使用の目的があることや工夫がなされていることに気づき，技術の進歩について考える。

○「考えてみよう」から，万年筆とボールペンの違いを比較し，工夫している点を挙げる。
○教科書の写真や教室内にある製品の例を挙げ，工夫されている点を発表する。
	

	②ものづくりの進め方(p.24)
	(0.5)
	■ものづくりの進め方について知る。

○「思い出してみよう」から小学校までのものづくりで，はじめに行った作業を確認する。
○ものづくりを進めるにあたって，考える手順や，注意すべき点を確認する。
	

	
	
	

	　 ものづくりの技術の使用目的や工夫されている点をノートに記述させるふり返りを行い，その様子から見取る。


	２ 材料

【A(1)ア】
	4

	
	


	①さまざまな材料

(p.25) 
	(1)
	■身の回りにある製品に使われている材料の種類を知る。

○「考えてみよう」から，身の回りの製品に使われている材料名を確認する。
○教科書などから，製品の役割を果たすために，材料の特徴が考えられて利用されていることを確認する。


	

	②材料の特徴

(p.26～29)

	(2)
	■木材・金属・プラスチック，それぞれの特徴を知る。

○「考えてみよう」から，身の回りの製品は，用途によって材料が使い分けられていることを確認する。
○木材，金属，プラスチックの特徴を，実習を通して確認する。

○身近な製品に，その材料が使用されている理由について話し合う。
	

	③材料と環境とのかかわり
(p.30～31)

	(1)
	■材料と環境とのかかわりを知り，材料の使い方について考える。

○「考えてみよう」から，身の回りで廃棄されているもので，再利用できるものがないか挙げる。
○教科書から，材料と環境との関わりについて確認する。
	

	
	
	
	　 材料の特徴や環境とのかかわりについてのふり返り活動を行い，理解している様子を見取る。
　 ペーパーテストで，習得状況を見取る。

	３ 設計

【A(3)アイ】
	6

	
	


	①設計の進め方
(p.32)

	(0.5)
	■ものづくりに取り組むときに必要な設計の進め方を理解する。

○「話し合ってみよう」から，設計という言葉から連想するものを挙げる。
○教科書から設計を進める手順を確認する。
	

	②使用の目的と製作品の決定
(p.33)
	(0.5)
	■目的を定めて，つくりたい製作品を決める。
○「考えてみよう」から，生活の中にある問題を探し，解決するために必要なものを考える。
○自分の生活の中にある問題を解決するための製作品を構想用紙にかく。
	

	③機能を考える
(p.34)

	(0.5)
	■使用の目的から，大きさ，使いやすさ，場所などに見合った機能を考える。

○「考えてみよう」から身の回りの製品を観察して，用途によって大きさ，形状が異なることを確認する。
○使用目的から自分の作品にどのような機能が必要かを考える。
○学習内容を参考にして自分の構想用紙を修正する。
	

	④構造を考える
(p.35)

	(0.5)
	■じょうぶにするための構造を理解し，製作品の構造を考える。

○「調べてみよう」から，牛乳パックが変形しないためにはどうするべきか挙げる。

○教科書や具体物から，じょうぶな構造にするための方法や利用されている例を確認する。

○学習内容を参考にして自分の構想用紙を修正する。
	

	⑤材料を考える

(p.36～37)

	(0.5)
	■さまざまな種類の材料の特徴を知り，製作品に適した材料を選ぶ。

○「考えてみよう」から，身の回りの製品がなぜその材料を利用しているか挙げる。

○学習内容を参考にして自分の構想用紙を修正する。
	

	⑥加工方法を考える(p.38～39)

	(0.5)
	■ものづくりをするときのさまざまな加工方法を知り，製作品の加工方法を考える。

○「思い出してみよう」から，これまで経験したことのある加工方法を挙げる。
○自分の使用目的を確認し，材料の特徴をふまえて加工方法を考える。
○学習内容を参考にして自分の構想用紙を修正する。
	

	⑦接合方法と仕上げ方法を考える

(p.40～41)

	(0.5)
	■ものづくりをするときのさまざまな接合方法と仕上げ方法を知り，製作品の接合方法と仕上げ方法を考える。

○「思い出してみよう」から，これまで経験したことのある接合方法と仕上げの方法を挙げる。
○教科書の実践から基本的な接合方法と仕上げの方法を確認する。
○学習内容を参考にして自分の構想用紙を修正する。
	

	⑧製図(p.42～46)

	(2.5)
	■製作品を図に表す方法を理解し，製作品の構想を図に表したり，製作のための図をかく。
○「考えてみよう」から小学校や他教科での学習を思い出し，わかりやすい図をかくためにはどうすべきかを挙げる。
○教科書から基本的な図の種類やかき方を確認し，各図法を実践する。
○学習内容を参考にして自分の構想用紙を修正する。
	　　構想用紙などから，省資源や使用者の安全を意識したり，新しい発想を生み出そうとしている様子を見取る。
　  構想用紙から，使用目的，使用条件に応じて，材料，加工方法，接合方法，仕上げ方法が選択できているかを見取る。
　  製作図などから，製作品の構想を適切に図に表わすことができているかを見取る。

	
	
	
	　 各項目を検討した際の工夫点についてのふり返り活動から読み取る。
　 製図についてのふり返りを行い，基本的な製図のかき方が身についているか見取る。
　 ペーパーテストで習得状況を見取る。

	４ 実習例
(p.47～51)
【A(3)ア，イ，ウ】
	(12)
	※実習例については，教科書p.47～51のものから進める。
	※実習例を進めながら５ 製作の学習を進めていくという形を想定している。

	５ 製作

【A(2)イ(3)ウ】
	12

	※５①の後は，実習例によって5-1と5-2の内容を選択して履修する。
	

	①製作の進め方
(p.52)
	(1)
	■製作品の製作の進め方を理解する。
○教科書から製作の進め方や，安全で正確に作業する方法を確認する。
	

	5-1 木材による製作
【A(2)イ(3)ウ】
①部品表と工程表

(p.53)
	11
(1)
	※実習例によって5-1と5-2の内容を選択して履修する。
■製作の準備として，部品表，材料取り図，工程表をかく。

○教科書から部品表，材料取り図，工程表のかき方を確認する。
○構想図・製作図と関連させて作成する。
	

	②けがき
(p.54～55)

	(2)
	■けがきの役割と，切りしろ・けずりしろの必要性を知り，正確にけがきができる。
○「考えてみよう」から，ものさし，さしがね，直角定規の違いを挙げる。
○教科書や具体物から，けがきの役割と工具の特徴や使い方を確認する。
○加工に適した工具を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具を適切に使用できているか，材料取り図通りに作業できているかを見取る。

	③切断(p.56～58)

	(1)
	■のこぎりの構造やしくみを理解し，正確にのこぎりびきができる。
○「考えてみよう」から，切断線に沿って曲がらずに切断するために注意すべき点を挙げる。
○教科書や具体物から，切断の方法と工具の使い方や特徴を確認する。
○加工に適した工具や工作機械を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具や工作機械を適切に使用できているか，切断線に沿って切断できているかを見取る。

	④切削(p.59～61)

	(1)
	■仕上がり寸法線まで木材をけずる技術を理解し，正確にけずることができる。
○「考えてみよう」から，切削する際に繊維方向に気をつけることを確認する。
○教科書や具体物から，切削の方法と工具の特徴や使い方を確認する。
○加工に適した工具や工作機械を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具や工作機械を適切に使用できているか，仕上がり寸法線までけずれているかを見取る。

	⑤穴あけ・溝ほり

(p.62～63)
	(1)
	■さまざまな穴あけのしくみを理解し，正確に穴をあけることができる。
○「考えてみよう」から材料の特徴に合わせて，ドリルの形状が異なることを確認する。

○教科書や具体物から，穴あけ・溝ほりの方法と工具や工作機械の特徴，基本的な使い方を確認する。
○穴の形状に合わせて適した工具や工作機械を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具や工作機械を適切に使用できているか，けがき通りに作業できているかを見取る。

	⑥部品の検査と修正(p.64～65)

	(1)
	■さしがね，直角定規などを使用した部品の検査技術を身につけ，部品の検査と修正ができる。
○「考えてみよう」から，計画通りに仕上がらなかった原因を挙げさせ，修正する方法を確認する。
○教科書や具体物から，部品の検査と修正の方法を確認する。
○部品を適切に検査し，必要であれば修正を行う。
	　 授業観察や作品から，正しく検査を行い，必要に応じて適切に修正しているかを見取る。

	⑦組立て
(p.66～69)

	(2)
	■接合方法と接合順序を確認しながら，正確に組立てができる。
○「見つけてみよう」から，製作品の中で異なる接合箇所を見つける。
○教科書や具体物から，組立ての順序や方法，工具や工作機械の特徴，検査と修正のしかたを確認する。
○製作に適した工具や工作機械を選択し，適切に作業する。

○製作品の検査を行い，必要であれば修正を行う。

	　 授業観察や作品から，正しく検査を行い，必要に応じて適切に修正しているかを見取る。

	⑧表面と角の仕上げ(p.70～71)

	(2)
	■製作品の表面や角を仕上げる技術を知り，正確に仕上げができる。
○「考えてみよう」から傷や汚れを修正するための方法を挙げる。
○教科書や具体物から，表面と角の仕上げの種類と方法を確認する。
○下地づくりを行い，塗装を行う。
	　 授業観察や作品から，仕上げに適した方法で作業できているかを見取る。

	
	
	
	　 作品から，適切な加工ができているかを見取る。

	5-2 金属・プラスチックによる製作

【A(2)イ(3)ウ】
	11
	※実習例によって5-1と5-2の内容を選択して履修する。
	

	①部品表と工程表

(p.72)
	(1)
	■製作の準備として，部品表，工程表をかく。

○教科書から部品表，工程表のかき方を確認する。
○写真立てつきメモホルダを例に部品表，工程表を作成する。
	

	②けがき(p.73)

	(1)
	■材料に適したけがきの方法を理解し，正確なけがきができる。
○「考えてみよう」から，金属やプラスチックに適したけがき方法を挙げる。
○教科書や具体物から，けがきの役割と工具の特徴や使い方を確認する。
○加工に適した工具を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具を適切に使用できているか，材料取り図通りに作業できているかを見取る。

	③切断・切削

(p.74～75)

	(2)
	■金属やプラスチックに適した切断・切削の方法を理解し，切断・切削ができる。
○「考えてみよう」から材料によって切断する工具に違いがあることを確認する。
○教科書や具体物から，切断・切削の方法と工具の使い方や特徴を確認する。
○加工に適した工具を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具を適切に使用できているか，切断線に沿って切断できているかを見取る。

	④穴あけ(p.76)

	(1)
	■金属とプラスチックの穴のあけ方を理解し，穴あけができる。
○「考えてみよう」から，センタポンチでくぼみをつける理由を，材料と特徴から挙げる。
○教科書や具体物から，穴あけの方法と工具や工作機械の特徴，基本的な使い方を確認する。
○加工に適した工具や工作機械を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具や工作機械を適切に使用できているか，けがき通りに作業できているかを見取る。

	⑤曲げ(p.77)

	(1)
	■金属やプラスチックの曲げ方を理解し，材料に適した曲げ加工ができる。
○「調べてみよう」から，金属の特徴からどのような曲げ方がされているのかを確認する。
○教科者や具体物から曲げの方法と，工具の特徴，基本的な使い方を確認する。
○製作に適した工具を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具や工作機械を適切に使用できているかを見取る。

	⑥ねじ切り(p.78)

	(1)
	■ねじのつくり方を理解し，ねじ切りができる。
○「考えてみよう」から，ねじが多く使用されている理由を，ねじの特徴から挙げる。
○教科書や具体物からねじ切りの方法と，工具の特徴，基本的な使い方を確認する。

○タップやダイスを用いて，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，工具や工作機械を適切に使用できているかを見取る。

	⑦部品の検査と修正(p.79)

	(2)
	■部品の検査技術を身につけ，必要に応じた修正ができるようになる。
○「考えてみよう」から，組み立てる手順を予想して注意すべき点を挙げる。
○教科書や具体物から，部品の検査と修正の方法を確認する。
○部品を適切に検査し，必要であれば修正を行う。
	　 授業観察や作品から，正しく検査を行い，必要に応じて適切に修正しているかを見取る。

	⑧組立てと仕上げ

(p.80～81)
	(2)
	■組立てと仕上げの方法を理解し，構想通りに組立てて仕上げる。
○「考えてみよう」から，接合部にリベットが使用されている理由を確認する。
○教科書や具体物から組立ての方法と，工具の特徴，基本的な使い方を確認する。
○製作に適した工具を選択し，適切に作業する。
	　 授業観察や作品から，正しく検査を行い，必要に応じて適切に修正しているかを見取る。

	
	
	
	　 作品から，適切な加工ができているかを見取る。

	６ 材料と加工に関する技術とわたしたち
	1～2

	
	

	【A(2)ウ】
①社会・環境とのかかわり
(p.84～85) 
	(0.5～1)
	■材料と加工に関する技術が，社会や環境に果たしている役割について考え，理解を深める。

○「話し合ってみよう」から，製品が製造・使用・廃棄される際に環境に対する負荷を与えていることを確認する。

○技術の急速な進化によって起こる問題を挙げ，循環型社会を実現するため，環境負荷を考慮した技術が開発されていることを確認する。
	

	②材料と加工に関する技術とわたしたちの未来
(p.86)
	(0.5～1)
	■材料と加工に関する技術を，適切に評価し，活用しようとする態度を身につける。
○「話し合ってみよう」から，身の回り製品を例にとり，さまざまの観点で良い影響と悪い影響をあげさせる。

○教科書やこれまでの学習内容から，さまざまな観点で評価し，技術が自分たちの生活にどのようにかかわり，活用していけばよいのか，どのように行動するべきかを考える。
	

	
	
	
○題材の学習を振り返り，情報の技術に対する関心や意欲，態度の変化をたどる。
	　 ふり返りを行い，材料と加工の技術が与えるプラスとマイナスを理解している様子と，そのおりあいを付けた活用方法の考えを読み取る。

　 ふり返りを行い，材料と加工の技術が与えるプラスとマイナスを理解した上で，そのおりあいを付けて上手に使っていこうとする態度や姿勢を読み取る。
　 ペーパーテストで習得状況を見取る。
題材全体をふり返って記述をさせ，最初に比べて，材料と加工の技術への関心が高まっている様子を読み取る。

	
	
	
	



生活や技術への関心・意欲・態度

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	技術への関心
	１ ふり返り
３ 構想用紙
６ 題材の最初と最後のふり返りの比較
	○身の回りにある材料と加工の技術の工夫点を積極的に見つけている。
○省資源や使用者の安全を意識していることが読み取れる。
○最初に比べて，最後の方が材料と加工の技術に対する関心の高まり，知識の広がりや気持ちの変化が見られる。
	○授業で扱っていない範囲まで，身の回りにある材料と加工の技術の工夫点を見つけている。
○省資源や使用者の安全を意識し，新しい発想をしていることが読み取れる。

○最初に比べて，最後の方が材料とものづくりの技術に対する関心が高まり，「材料とものづくり」に対する概念の変化まで見られる。

	評価と活用
	６ ふり返り
	○材料と加工の技術が与える良い影響・悪い影響を理解した上で，自分の生活の中で悪い影響を小さくして良い影響を活かそうとする姿勢が読み取れる。
	○材料と加工の技術が与える良い影響・悪い影響を理解した上で，社会や環境とのかかわりの中で悪い影響を小さくして良い影響を活かそうとする姿勢が読み取れる。


生活を工夫し創造する能力

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	設計と製作
	３ ②③④⑤⑥⑦構想用紙

○ふり返り

　

 　⑧製作図
	○機能・構造・材料・加工法などの学習した内容を作品に組み込むことができる。

○使用目的・使用条件に応じて，形状・寸法など一部を変更している。
	○機能・構造・材料・加工法などの学習した内容を使用目的・使用条件に応じて組み込むことができる。

○使用目的・使用条件に応じて，課題を明確にし，適切な形状・寸法などを決定している。

	評価と活用
	６ ふり返り
	○材料と加工の技術を適切に活用するために，社会や環境に与える良い影響，悪い影響を理解した上で，「おりあい」の付けかたを自分なりに考えることができる。
	○材料と加工の技術を適切に活用するために，社会や環境に与える良い影響，悪い影響を理解した上で，「おりあい」をつけながら材料と加工の技術を適切に活用する方法を考えることができる。


生活の技能

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	設計と製作
	３ ⑧製作図

○ふり返り

5-1 ②③④⑤⑥⑦⑧観察・作品

5-2 ②③④⑤⑥⑦⑧観察・作品
	○基本的なかき方に沿って製作図をかくことができる。

○加工法に適した工具で，適切に作業することができる。
	○構想に沿って適切な製作図をかくことができる。

○加工法や作業条件に適した工具を選択し，適切に作業することができる。


生活や技術についての知識・理解

	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる(Ｂ)
	十分満足できる(Ａ)

	科学的な理解
	２ ふり返り

○ペーパーテスト
３ ○ペーパーテスト
	○各材料が利用されている理由を材料の特徴から説明できる。

○材料の特徴，作業方法，製作図の必要性やかき方，社会や環境との関わりについて十分に理解し，生活と結びつけながら説明することができる。
	○各材料が利用されている理由を材料の特徴や他の材料との比較から説明できる。

○材料の特徴，作業方法，製作図の必要性やかき方，社会や環境との関わりについて説明することができる。

	評価と活用
	６ ふり返り
	○材料と加工に関する技術が，生活に与える良い影響と悪い影響を理解している。
	○材料と加工に関する技術が，社会や環境に与える良い影響と悪い影響を理解している。


関：ものづくりの技術が果たしている役割や製品の工夫について関心を示している。





知：木材，金属及びプラスチックなどの特徴と利用方法についての知識を身に付けている。





工：使用目的や使用条件によって機能や構造，材料や加工方法などを決定している。





知：材料に適した作業方法，製作図の必要性やかき方についての知識を身に付けている。





題材の評価規準に基づく，実現状況の判定例





工：技術の課題を明確にし，様々な側面から比較・検討するとともに，適切な解決策を見出している。





技：製作図を基に，材料取り，部品加工，組立て，接合，仕上げなどができる。





技：製作図を基に，材料取り，部品加工，組立て，接合，仕上げなどができる。





●身の回りにある製品の使用の目的や，工夫されている点について気づきましたか。気づいたことをかいてみよう。


●ものづくりの進め方について理解できましたか。どのような点に注意して，ものづくりに取り組みたいかかいてみよう。





※技能を習得するための「知識・理解」を必要に応じておさえる。





関：技術の課題を進んで見つけ，社会的，環境的な側面などから適切な解決策を示そうとしている。





知：技術が社会や環境に果たしている役割と影響について理解している。





技：工具を適切に使用できるとともに，基本的な製作図をかくことができる。





●機能，構造，材料，加工方法などについて検討したとき，工夫することができましたか。工夫したことをかいてみよう。


●キャビネット図，等角図，第三角法のかき方について理解できましたか。理解したことをかいてみよう。





●木材，金属，プラスチックの種類と特徴を理解できましたか。それぞれの特徴について理解したことをかいてみよう。


●材料に関する技術と環境とのかかわ　りについて理解できましたか。理解したことをかいてみよう。





●寸法通りに製作ができましたか。できなかった場合は，その理由をかいてみよう。


●さまざまな工具のしくみについて理解できましたか。しくみをまとめてみよう。





●金属・プラスチックによる製作の実習は，うまく進めることができましたか。取り組んでみて思ったことをかいてみよう。


●製作品をつくるときに，工夫することができましたか。どのような工夫をしたかかいてみよう。





●材料と加工に関する技術が，社会や環境に果たしている役割は理解できましたか役割についてかいてみよう。


●循環型社会を実現するために，材料と加工に関する技術を評価し，活用していこうと思いましたか。思っていることをかいてみよう。











関





関





※技能を習得するための「知識・理解」を必要に応じておさえる。





関








知





知








知





関：省資源や使用者の安全などに配慮したり，新しい発想を生み出し活用しようとしている。





知





関
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関
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